
 

 

 

子どもたちに、3 つのお願い！ 
 

春も深まり、過ごしやすい季節となりました。新学期から、はや二週間が経とうとしています。 
4 月 11 日の入学式も、天候にも恵まれ、無事に終えることができました。入学児童 43 名を迎え、全児

童 291 名で、令和 5 年度をスタートしました。 
また、さる 4 月 10 日には、新任式・始業式を行いましたが、全児童が体育館に一堂に集うのが、2020

年3月2日の緊急事態宣言以来3年ぶりでしたので、子どもたちの顔を見ながら式ができることを嬉しく、
また新鮮に感じました。 

嬉しかったことはそれだけではなく、全児童がしっかりと前を見て、よく話を聞いてくれたこともありま
す。初めて、みんなが勢ぞろいして、ワイワイと騒ぐかな！？と心配していましたが、子どもたちは予想を
覆し、とても静かで落ち着いた様子で、それにも嬉しさを感じました。 

また、始業式の最後に、子どもたちの一番知りたい「担任発表」を行いましたが、いつもなら「やったぁ！」
や「え～！」などの声が上がったりするのがよくある反応ですが、今年は、誰も指示していないにもかかわ
らず、担任の紹介をすると、子どもたちの方から自然に拍手が起きたのです。 

これには、私も驚きました。それと同時に、「なんて、温かい気遣いなんだろう！」と感じました。思わ
ず、子どもたちに「拍手してくれてありがとう！」と伝えました。 

本当に、あまり経験のない、心温まる始業式だったと思います。1 年の最初に、「和佐小学校の教員でよ
かった！」と改めて思わせてくれる瞬間でした。 

児童のみなさん、温かい気持ちをありがとうございました。この場をお借りして、感謝の気持ちを改めて
伝えさせていただきます。 

さて、始業式では、「進んで」という言葉をキーワードに、子どもたちに「３つのお願い」をしました。 
1 つ目は、「進んで、自分を伸ばすこと」。2 つ目は、「進んで、学校や学級をよくすること」。さいご 3 つ目
は、「進んで、挨拶や感謝の気持ちを伝えること」をお願いしました。 

この 3 つに共通することは、友だちとのつながりを大切にしてほしいということです。自分の得意とす
ることを伸ばし、周りに困っている友だちがいると助けてやってほしい。そうすることで、相手は感謝の気
持ちを持ちます。また、学校や学級のためになることは進んでやってほしい。誰かが率先してやる姿を見せ
てくれると、それを見た周りの友だちも、私もやろうと奮起します。誰かがするだろうではなく、「自分が
するんだ。」という気持ちを持ってくださいと話しました。失敗など恐れないでください。たとえ失敗して
も、自分からやったことを自信にしてくださいと子どもたちに話しました。 

4 月号の本文でも書きましたが、「自己肯定感」と「他者信頼感」がともに培われないと「本当の自信」
は育ちません。たとえ失敗しても、行動したことを周りが褒め、認めてくれる環境であってこそ、次への活
力が湧いてきます。そのような学級、そのような学校になってほしいと心から願っています。 

教室をのぞきに行くと、1 年生では、これから学習を進めるために、鉛筆の持ち方や本の持ち方など基本
的なことを習っていました。このように、一つひとつ習得しながら小学生になっていくのだと改めて感じさ
せられます。 

子どもたちの成長には、保護者の方々のご理解とご協力は欠かせません。また、学校環境整備には、地域
の方々のご支援ご協力も欠かせません。現在、本校では、クラブ活動で指導していただいている地域の方、
図書館や家庭科の裁縫などのお手伝いをしていただいている地域のボランティ
アの方々、アルミ缶の回収をしていただいている地域の方、朝の交通指導をし
ていただいている地域の方々など、様々な方々が学校にご尽力いただいており
ます。この場をお借りしまして、厚く御礼申し上げます。ありがとうございま
す。 

まだまだスタートしたばかりですが、保護者の方々や地域の方々ともに、子
どもたちを少しでも伸ばすために、教職員一丸となって邁進してまいりますの
で、どうぞ今後ともご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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